
【カスタマーハラスメントに対する基本方針】 

当協会は、受診者の皆様に安全・安心で質の高い医療・健診サービスを提供することを目指して

おります。同時に職員が、安全で健康的に、安心して働くことができる環境を守ることも最優先の

義務であると考えております。 

当協会は、職員をハラスメントから守り、すべての受診者の皆様に引き続きより良い医療・健診サ

ービスを提供するため、以下の通り「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を定めます。 

1. 対象となる行為（カスタマーハラスメントの定義） 

厚生労働省の指針に基づき、受診者様やその関係者からの要求・言動のうち「要求の内容に妥当

性がないもの」または「妥当性があっても、その要求を実現するための手段・態様が社会通念上

不相当なもの」を指します。 

具体的には以下の行為を含みます。 

 

• 威圧・侮辱的な言動：職員の人格や能力を否定する発言、大声、威嚇的な態度、繰り返し

の叱責、暴力行為 

• 合理性を欠いた要求・非現実的な対応の要求：検査項目や結果に対する明確な理由の

ない謝罪・補償の要求、法的な根拠のない特別対応の過度な繰り返し要求 

• 長時間の拘束：正当な理由のない長時間の説明要求、通常業務を阻害する電話や受付

での居座り、訪問の繰り返し 

• 個人情報の侵害・プライバシーの侵害：職員の個人情報の詮索、SNS やインターネット上

での誹謗中傷 

• 無断撮影・録音：許可のない館内での写真・動画撮影、録音、および SNS 等の無断投稿 

2. 組織としての対応指針 

• 組織的対応：カスタマーハラスメントが発生した場合、組織として一体となり毅然と対応し

ます。 

• 健診・サービスの停止：悪質な行為が認められた場合、健診の受入やサービスの提供、お

よび一切の対応をお断り・中止いたします。 

• 外部機関との連携：事態が悪質であると判断した場合は、警察や弁護士などの専門機関

と連携し、民事・刑事の両面から法的な措置を講じます。 

3. 社内体制の整備 

• 相談窓口の設置：職員が速やかに相談できる内部窓口を設置し、迅速に被害防止を図り

ます。 

• 事後ケアの徹底：被害に遭った職員のメンタルヘルスケアや、再発防止のサポートを徹底

します。 
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